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名 称 ○○○○○

住 所 ○○県 ○○市 ○○ ２４-０３

建物概要 構造・規模 RC造 地上5階

調査概要

調査目的

事務所に漏水があり建物の屋根及び外壁を調査し今後の維持管理及び修繕計画の

参考資料としてお役に立てて頂くことを目的とします。

調査内容
外壁・屋根等の劣化調査

調査方法
目視及び手が届く範囲内での触診・打診調査 （立入可能範囲内）

調査年月日 ２０１８年○月○日（○）

立会者 ○○部 ○○様

調査者 株式会社西尾産業 関澤・宇佐美・伊藤

報告・提案書作成者 株式会社西尾産業 宇佐美

२၈ඏᝯ׌ὄ៣೶ඏᝯ

EV屋根立上りシートよれ 設備架台廻り 立上りシート内部水溜まり 設備架台天端シート破れ

中庭屋根全景 笠木・立上り取り合い 南面屋根経年劣化 幕板錆

平場伸縮目地劣化 立上りシート破れ有 ﾄﾞﾚﾝ廻り 苔・ゴミ溜まり Ⓑ全景平場塗膜滅失 EXP塗装劣化 ジョイントシール劣化

現状Ӗᇄ-࢈ഉ・͢࢈Ổ2 2

立上り排水穴



┳板廻りひび๭れከᩘ 取り合いシーヨンギ経年劣化 㑊㞴ネチチ廻り錆劣化 手ᦾ錆⭉㣗

ϯ

ϰ

໭面 ᮾ面 ໭面 ᮾ面

෾ᐖによる⇿⿣ ALC劣化で⬤ᙅ部が๤がれⴠ䛱る≧ែ Ώᗯୗ内ഃ入㝮シーヨンギひび๭れ サチシ廻りシーヨンギ劣化

現状Ӗᇄ-݌ݰỔ2
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ุᐃ ⥲合所ぢ

屋根

屋上

C

屋上・屋根の✀㢮によ䛳て様䚻な㜵水で᪋ᕤされています。

ྛ所とも᳜物の⦾ⱱやシート劣化・塗膜の滅失などが☜ㄆできまし䛯。

䐟ゴマシート㜵水 経年劣化

䐠䐡ᢲさ䛘ケンクヨート 設備架台立上がり破᩿⟠所有・伸縮目地経年劣化

䐢䐣䐤イリタン塗膜㜵水塗膜 ⣸外線劣化・塗膜滅失・笠木ひび๭れ

䐥䐦スリート屋根経年劣化 経年劣化

今ᅇ、᪤Ꮡ㜵水の様䚻な✀㢮にᑐᛂする゠クヨルゴマ塗膜㜵水ですべてをໟむ䛤提案をい䛯します。

外壁も屋上もྠ様の゠クヨルゴマ⣔の㜵水塗膜でᨵ修することがホイントとなります。

屋上は୙Ⰻ⟠所は⿵修し立䛱上り等、୙Ⰻ⟠所は୍部᧔ཤ後ୗ地ฎ理を᪋し全యを塗膜㜵水でそいます。

屋根のྛ所でもサパがⓎ⏕しฟしており建物の㛗࿨をᅗるⅭにも᪩ᛴなᕤ事の計画を立てᐇ᪋することをお່め⮴します。

୍⯡外壁 C

⌧場ㄝ᫂᫬にウカスハンション部にて漏水がᩘか所Ⓨ⏕しているとお⪺きし調査を⾜いまし䛯。

外壁は䠝䠨䠟造で漏水⿵修（䠝䠨䠟板の๭れ・シーヨンギの打᭰䛘等）がከくぢられまし䛯。外壁面の኱面✚をᙉ㢼㞵が

ᙜ䛯䛳䛯場合に建物（䠝䠨䠟）のືきが⃭しくなり๭れやシールの切᩿に⧚がり漏水にな䛳䛯とᛮわれます。

ቑ⠏Ჷとの取合いにはウカスハンション㔠物がありますが外壁よりఏわ䛳䛯水は䛭の⿬ഃに廻り漏水にな䛳ている可能ᛶもྰ

ᐃฟ᮶ま䛫ん。線㜵水（シール）や๭れ⟠所⿵修のみでは今後ྠ様な事ᨾがⓎ⏕するとᛮわれますので面全యで㜵水を⾜䛖

外壁㜵水がᮃましいです。ま䛯ウカスハンション㔠物も୍ᗘ取外し内部のゴマ㜵水の☜ㄆを⾜い᏶⎍にすること

を䛤提案⮴します。

劣 化 ᗘ ุ ᐃ ᇶ ‽

ุᐃᗘ ≧ ἣ ุᐃᗘ ≧ ἣ

䠝 ẚ㍑的Ⰻዲな≧ែ 䠟 劣化の㐍⾜がぢཷけられ修繕を要する᫬ᮇ

䠞

経年による部ศ的な劣化がぢཷけられ、修繕計画立案を要す

る≧ἣ

Ｄ

ⴭしい劣化範囲が部ศ的にぢཷけられ、

᪩ᛴに修繕を要する≧ἣ
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䛆 䛤提案ᕤ法 䛇
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᪋ᕤ部఩ 〇造所名 ᕤ法

1

䐠ᦚ屋䡠䐡屋上

䐣2階⑓ᐊ屋上C

ᮾள合成株式会社

2成ศ཯ᛂᙧ䡭䡴䢔䢕䡶ﾞ䢍屋根塗膜㜵水ᕤ法

䡭䢗ﾝ䡶䡬ﾄSQ-KS㟢ฟ㏻Ẽ⦆⾪ᕤ法

2

䐟EVᐊ屋根䡠䐢䐣2階⑓ᐊ屋上ABD䡠䐤1階⸆ᒁ屋根䡠

䐥南面䢆ﾞ䢕䡶䢂䡬䡠䐦中庭ᗊ䡠䐧໭面ᗊ䡡䢆ﾞ䢕䡶䢂䡬

䐨西面䢆ﾞ䢕䡶䢂䡬䡡階ẁ

ᮾள合成株式会社

2成ศ཯ᛂᙧ䡭䡴䢔䢕䡶ﾞ䢍屋根塗膜㜵水ᕤ法

䡭䢗ﾝ䡶䡬ﾄSQ-S-N㟢ฟᐦ╔ᕤ法

3 䐥南面屋根䡠䐦中庭屋根 ᮾள合成株式会社

䡭䡴䢔䢕䡶ﾞ䢍⣔スリート屋根ಖㆤᕤ法

䡭䢗ﾝ䡶䡬ﾄSQ-RS-NC䡹ﾚ䡬ﾄ⎰ᕤ法

4

外壁

打⥅目地䡸䡬䢔ﾝ䡴ﾞ・䡷䡫䡸廻り䡸䡬䢔ﾝ䡴・䛭の௚部ᮦ取合い

ᮾள合成株式会社

䡭䡴䢔䢕䡶ﾞ䢍⣔外壁化⢝㜵水

䡭䢗ﾝ䡯䡱䡬䢕NEOᕤ法 ひび๭れ部䡭䢗ﾝSHฎ理

ྛ部䡸䡬䢔ﾝ䡴ﾞᮦ打䛱᭰䛘

5

屋上䢈䡦ﾝ䡹䡡階ẁ手すり䡡

ᵽ䡡ᡬ䡡㑊㞴䢆䡫䡽

ウスクー化◊ 䡵ﾚﾝ・錆Ṇめ 䡯ﾚ䡼ﾝ塗装

䛆 ᕤ事のホイント 䛇

ࣸΖἿᾡὨンᾌ׌ὄἥ提案ỔỘ

ἥ提案௽ࣸጪۇỔộ



ϳ

ϴ

Ổ6

ἥ提案ࣸຢ-݌ݰᄄὦέᾮルὸᾤܮᔌ᫵๣Ổ6

●優れた弾力性で、下地のひび割れに

追従するため塗膜は破断しにくい。

亀裂

ｱﾛﾝｺｰﾄ67

躯体下地
ｱﾛﾝｳｵｰﾙ6+

建物
保護

ひび割れ
防止

環境
配慮

コスト
パフォー
マンス

●柔軟性が高く、

下地の動きに追従するため、

下地がひび割れても

防水層で防がれ

雨水等が浸入しない。

●防水性とコンクリート内部の

水分を外部に放出する呼吸性を併せ持つ

●ひび割れ補修の際、

従来工法では必要とされていた 熟練技術や、

工事日数を削減でき、

下地処理費用の低減が可能になる。

●水系材料のため

ᵴᵭᵡᵆ揮発性有機溶剤ᵇを大気中に放出しない

。

●漏水と鉄筋腐食コクリートの劣化

●コクリートの劣化、ᵟᵪᵡ外壁の劣化

●外壁仕上げモルタルなどの剥落

防止

●塩害や凍害

アクリルゴム塗膜防水施工→

仕上塗材非施工→

ཋ්ُ̽ٳࡉ改修Э

″‾‵ெ᧓⁅›ↈ↹ↂ↮

ὦέᾮルὸᾤܮᔌὀ

ύ̵ᾮンὴὓՊցὣ᫵ἡ

改修ࢸ

ἥ提案ࣸຢ-ὦέᾮルὸᾤ࢈ഉܮᔌ᫵๣

●水系材料のため

ᵴᵭᵡᵆ揮発性有機溶剤ᵇを

大気中に放出しません。

●国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の

「公共建築改修工事標準仕様書」に記載

のウレタン系塗膜防水材「ᵶᵋᵏ」「ᵶᵋᵐ」と

同等以上の防水性能を有しています。

●改修時の既存防水層の撤去

を最小限にでき、工期の短縮

や工事費の削減できます。

改修例

下地処理
高圧洗浄・部分補修・
ケレン等

下地調整兼ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布 ｱﾛﾝﾒｯｼｭ
+ｱﾛﾝｺｰﾄすり込み
(膜厚確保)+ｱﾛﾝｺｰﾄSQ塗り

保護仕上げ材塗布

15भᎷᦂ঵ἼἛἕἷὓ

ͣ۟ἝὃὄԸὝἷὓ

ᔌὀὃὄԸὝἷἕἻἕܮ
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↓部分詳細図

↑仮設計画図及び施工範囲図

ϋឥផᄏۈ・ᦼԋ᎘὏ὛỔ7

Ổ8 ᐗ࠮ ᧙ி῍ிෙまでᵓૅࡃで᩺ޢჄ内の工事もٶ数ấẮなẾています。

。の૲᩿をМ用して建てỤれていますޛ

建ཋもᙐ数౐有ụ、އ˰ᎍの૾ẉも高

ᱫといạẮとを最優έにᎋảて、ˎᚨᚘ

ဒ等に最ૼのදॖを৚いました。

࢘Ἷ௯᭼Ἷᒇαባቊ௽ឥ

とᨩ੗するᚮၲ৑が併ᚨされた࿢טࡊ

の中にẝụ、ᬳ᪦Ὁਰ動についてはཎؾ

にᣐॾした施工ᚘဒをᇌてました。

ᫎ᭷Ἳባቊ௽ឥ

ᬳ᪦Ὁਰ動にᣐॾした施工

ଯԧᾅ὿࢘࠰時は外壁ẦỤの漏水といạ

事ᝋや防水といạಒࣞはɟᑍႎではẝ

ụませんでした。

築ࢸᾀ὿࠰をኺてች݅機఺をৢạ工ئと

してのܦμな防水といạ̔᫂がẝụ、改

修工事としてアクリルゴム防水で外壁᩿

を施工しました。

፺ࡂෛഷࣸܣἸҹۋἸ୑ᄄ

ᾆ὿ήίᾁᾀ౐ὸが

ᾁ὿࠰以上ኺて

漏水等なくኺᢅ

ὸが

ኺて

ኺᢅ

ዪ݅な施工ᚘဒ



上ợụゴンἛἻをӵụ、᫠૝防ഥをދ

ᚨẬるᵱᵱᵮ法の施工でɟᑍ通ᘍʴに

ɧᐯဌをẦẬẵにܦ঺できました

˴通ụものኛまụで

࢟ཞがᙐᩃな時にアἋἧỳルト防水の上ẦỤ

もᘮせてጮụᡉし施工でき、᠉᣽で᎑ʁ性の

ẝるアクリルゴム系の防水材を̅用するẮとと

௚Өのɟつɟつについて「ấさまụ」をᎋả、

防水ᚘဒを˺ụました。

ᜎͳἿ۶ݸύᾫᾇᾘンὴ὿ンᾃ̵ឥѰෛڢἝݳἕٝංᾗル͢࢈ ALCἿ၈໇кॆ݌ݰ

ᚨˎئ上ẦỤのឱދ

アクリルゴムのཎ性をҗ分に発揮できる仕

様の塗膜のҽさを大᩿ᆢで同ẳợạに施工

するため熟練した技術とҗ分な施工ሥ理

˳Сで施工しました。

外壁にも൭めỤれたܦμ防水

ᐗỔ8࠮ ᧙ி῍ிෙまでᵓૅࡃで᩺ޢჄ内の工事もٶ数ấẮなẾています。


